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	沖小だより
	２学期がスタートしました！
	　長い夏休みが明け、子どもたちの元気な声が校舎に戻ってきました。６年生の教室で「メリハリ」という言葉が黒板に大きく書かれていたのが印象的でした。「スイッチのON・OFFをはっきりと」——自分で気持ちを切り替える力。これは学習面だけでなく、これからの人生でずっと必要とされる力だと思います。
	　低学年の教室では、担任の先生が「あんしんルール」を丁寧に確認しながら、「今日からみんなで、いろいろなことにチャレンジしていきましょうね」と、２学期への期待を膨らませていました。
	　教室では早速、係決めや、すごろく、カルタ取りといった活動を通して、クラスの仲間との関係を温め直す時間も見られました。じゃんけんで盛り上がる子どもたち、頭を寄せ合ってカルタの札を取り合う子どもたち——学びの土台となる「安心できる学級づくり」が、初日からしっかりと始まっています。
	　２学期は、運動会や修学旅行など、大きな行事が続く学期でもあります。一人ひとりの力を合わせて、大きな行事を乗り越えていってほしいと願っています。


	学校は何のために存在するのか？
	『子どもたちに民主主義を教えよう』から考える、これからの学校教育
	　今回は、工藤優一氏と苫野一徳氏の共著『子どもたちに民主主義を教えよう』という本をもとに、私が大切にしている「学校の存在意義」について、皆様と共有させていただきます。

	学校は「対話の訓練の場」
	　私たちは学校を「勉強をする場所」と捉えがちですが、この本では、学校の存在理由は「民主主義を学ぶこと」にあると述べられています。ここで言う民主主義とは、選挙や政治の仕組みではなく、「他者と対話をとおして合意形成をする力を育むこと」です。
	　暴力ではなく対話によって対立を解消していく。そう考えると、日々学校で起きる子ども同士の小さなトラブルは、避けるべきものではなく、むしろ「対話の訓練をする絶好の機会」だと言えます。


	「多数決」から「誰一人置き去りにしない対話」へ
	　物事を決めるとき、私たちはよく
	多数決を使いますが、そこには「少
	数派が切り捨てられる」「多数派の
	専制になりやすい」という課題があ
	ります。
	　大切なのは、時間がかかっても、

	対話を通してお互いが納得できる
	「質の高い妥協点」を見つけること。
	　そのために本校では、
	・みんなの「最上位目標」（何を大切にしているか）を確認すること
	・対話を通した合意形成の仕方を、繰り返し学ぶこと
	を大切にしたいと考えています。

	トラブルを恐れず、対話で解きほぐす
	「自由の相互承認」──お互いを対等な存在として
	　もう一つ大切にしたいのが「自由の相互承認」という考え方です。他者の自由を侵害しない限り、どんな個性であっても、対等な存在として互いに認め合う。この安心感があるからこそ、本音の対話が生まれます。

	結びに
	　子どもたちに対話の力を育む理由は、「誰一人取り残さない平和な社会をつくるため」です。その一歩は、私たち大人が当事者意識を持つことから始まります。ぜひご家庭でも、お子様が学校での決め事や友達との意見の違いに悩んだときには、「どうやって【対話】して解決する？」と一緒に考えていただければと思います。今後とも、本校の教育活動への温かいご支援をよろしくお願いいたします。


	熱中症対策のための個別登校の実施について
	　９月８日（火）〜１０月１７日（土）※運動会当日まで
	　上記の期間中、登校班による集団登校をせず、「個別登校」を行います。これにより、集合時間に全員が揃っておらず暑い中待機するなど、熱中症のリスクが高まる危険性を回避し、集合場所を経由した遠回り経路ではなく、直接家から学校に向かうことができるようになるなど、出発時間の調整や個々の体調、天候に合わせた柔軟な登校が可能となります。詳細は別紙の通りです。ご協力よろしくお願いいたします。



